
1 　秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会について
　

2 　主な意見と市の検討内容および結果について
　 　同委員会における各進捗状況等に対する委員の意見と本市の検討内容等を整理した。

担当部局

秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会における意見と対応について

　第２期秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗管理に当たり、外部有識者から意見を聴取し、前年度までの実績に関する効
果検証と、今後の見直しについて検討する。

第２期秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
№ 意見内容 検討内容 対応結果（今回の照会）
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　情報産業分野においても、市内大学卒
業者の確保が課題であると考えており、
関係団体等と連携しながら、市内大学卒
業者の市内就職率の増加に努めてほし
い。

　大学生等の市内就職を促進するため、
市内企業の求人情報発信等にかかる費
用を補助しているほか、学生とのマッチン
グ機会を創出する市内企業研究会の開
催や採用情報を掲載した就活ガイドブッ
クを発行しております。今後も事業を継続
するとともに、関係団体との連携を深めな
がら、事業周知に努めることにより、市内
企業の情報発信を支援してまいります。

　今年度は、中小企業採用・人材育成支
援事業補助金により、就職情報サイトへ
の掲載費用や採用ＰＲ動画の作成費用
等を補助したほか、市内企業と大学生等
とのマッチング機会を創出する市内企業
研究会を大学や専門学校との連携によ
り、学内でのイベント形式等で開催し、誘
致企業を含む市内企業32社（うち情報通
信関連企業19社）の参加があったことに
加え、市内企業92社の事業内容や採用
情報を掲載した就活ガイドブックを発行し
たところであり、引き続き関係団体等と連
携しながら、大学生等の市内就職率の増
加に努めてまいります。

産業振興部
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　総合戦略の基本目標の達成状況を評
価する際に、指標が実態を反映していな
い場合は、別の視点から評価するなどし
て、検証してはどうか。

　総合戦略の達成状況については、計画
策定時に設定したＫＰＩにより評価してい
るところでありますが、計画を進めていく
中で、実態を表せていない部分もあること
から、評価の方法について検討してまい
ります。

　現状のＫＰＩでは実態を表せていないも
のについて、例年行う指標の評価に加
え、別の視点から評価を補足するなど、
実態を適切に表すことが出来るよう、次
年度の検証から取り組んでまいります。 企画財政部
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　トップスポーツの活躍は、関係人口や交
流人口の創出につながると考えられるこ
とから、スタジアムの整備については、進
捗状況を市民に周知しながら、着実に進
めてほしい。

　現在、八橋運動公園への整備やＰＦＩ方
式を含む事業手法などについても幅広く
検討しており、今後とも、市民理解が得ら
れるよう、丁寧な説明に努めながら、早期
整備に向けて取り組んでまいります。

　八橋運動公園内に整備することとし、事
業主体や事業手法など、整備に向けた本
市の考え方を県およびブラウブリッツ秋
田に提案したところであり、今後とも、市
民理解が得られるよう、丁寧な説明に努
めながら、三者で早期整備に向けて取り
組んでまいります。

企画財政部
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　創業支援拠点施設を若い世代にも広く
周知し、若者がチャレンジしていくための
環境づくりにつなげてほしい。

　本市創業支援拠点施設「チャレンジオ
フィスあきた」では、無料で受けられる起
業相談のほか、学生をはじめとした若
者、社会人の起業を増やすべく、年間を
通じて創業機運の醸成等、各種イベント、
起業に至るまでの伴走支援を実施してお
ります。今後も広報あきたやＳＮＳへの掲
載、メディアへの情報提供などを通じて、
各種イベントの周知に努めつつ、若者が
チャレンジできる環境づくりに繋げてまい
ります。

　本市創業支援拠点施設「チャレンジオ
フィスあきた」では、学生をはじめとした若
者の起業を増やすべく、無料で受けられ
る起業相談のほか、年間を通じて起業機
運の醸成を図る各種イベントや起業に至
るまでの伴走支援を実施しております。
令和６年度末にはプロポーザル審査を実
施し、令和７年度の委託事業者の再選定
を行うことで事業内容のブラッシュアップ、
起業の促進を図るとともに、今後も広報
あきたやＳＮＳへの掲載、メディアへの情
報提供などを通じて、若者がチャレンジで
きる環境づくりに繋げてまいります。

産業振興部
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　子どもを生み育てることが不利にならな
いように取り組む必要があると考えてい
る。出産・育児のために仕事を辞めざるを
得ない、または雇用形態を変えざるを得
ないという状況をなくすことや、希望の保
育園に行けるように配慮するなど、仕事と
子育ての両立支援に取り組んでほしい。

【市民生活部】
　仕事と家庭の両立やライフイベント等に
よってキャリアに不安等を抱える女性を
対象に、スキルアップと仲間づくりの機会
となる講座を開催し、自分らしく働き続け
るモチベーションを高めてまいります。ま
た、対象者に寄り添った支援の充実を図
るため、令和７年度の講座受講者のうち
希望者に対する個別相談会の実施等に
ついて検討してまいります。

【子ども未来部】
　出産前に入所申請を受付けるとともに、
産休・育休明けの入所やきょうだいの同
時入所を希望する場合には、入所選考の
際に使用する指数に加点することで、優
先的に入所できるよう努めております。
　引き続き、仕事と子育てが両立できるよ
う、入所選考において配慮してまいりま
す。
　また、従業員の仕事と子育ての両立支
援に取り組む企業の認定・表彰やＳＮＳを
中心とした情報発信によりワーク・ライフ・
バランスの周知に努めており、引き続き、
これらの取組により社会全体で仕事と子
育ての両立を支援する機運の醸成を図っ
てまいります。

【産業振興部】
　なでしこ環境整備補助金により、女性が
働きやすい職場環境の整備費用を補助し
ているほか、なでしこ就労支援事業によ
り、出産や育児等の制約があっても多様
な働き方ができるよう、デジタルスキル習
得支援講座等を開催し、女性のデジタル
人材育成を推進しております。今後も事
業継続により女性の雇用促進に取り組ん
でまいります。

　【市民生活部】
　女性がライフイベントとキャリアを継続で
きるよう、企業の意識改革と女性のキャリ
アアップを支援するセミナーを実施するほ
か、令和７年度は在宅ワーク等、多様な
働き方に対応できるデジタルスキル講座
を実施いたします。

【子ども未来部】
　出産前に入所申請を受け付けるととも
に、産休・育休明けの入所やきょうだいの
同時入所を希望する場合は、優先的に入
所できるような対応を行い、仕事と子育て
が両立できるよう、入所選考において配
慮しました。
　また、市のワーク・ライフ・バランス推進
週間には、秋田市元気な子どものまちづ
くり企業の表彰式やLINEやインスタグラ
ム・HPで仕事と子育ての両立に関する情
報発信を行ったほか、来年度は男性の育
休取得促進に取り組む企業のPRを予定
しております。
　今後も、子の看護休暇の対象・取得事
由の見直しや育児休業取得状況の公表
義務の拡大など、育児介護休業法の改
正の趣旨も踏まえながら、仕事と子育て
の両立を支援する機運の醸成に努めて
まいります。

【産業振興部】
　今年度は、なでしこ環境整備補助金に
より、４社の職場環境整備にかかる費用
を補助したほか、なでしこ就労支援事業
により、出産や育児等の制約があっても
多様な働き方ができるよう、デジタルスキ
ル習得を支援し、市内企業とのマッチン
グイベントを開催したところであります。
　引き続き、女性の仕事と子育ての両立
支援に取り組んでまいります。

市民生活部

子ども未来部

産業振興部
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